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研究ノート

スウェーデンにおける労働者階級の形成をめぐって
一一労働組合運動と労働者文化（下）一一

1.はじめに

2.労働者階級形成の背景

石 原 俊 時

4.労働者文化をめぐって（以下本号）

5.おわりに

3.労働組合運動の生成と展開（以上第48巻第2号）

4.労働者文化をめぐって

近年，スウェーデンでは，労働者文化をめ

くwって歴史学や民族学の分野で活発な学際的

な議論が行われている。その導火線の役割

を果たしたのが，アンピョンソンの著作で

あった I）。被は，今世紀初頭のスウェーデ

ン労働者階級には，”skotsam”な文化が形

成きれたとして，スウェーデンの労働者文化

を”skotsam”という概念から捉えようと

したo "skotsam”とは，通常，堅忍不抜な

といった意味であるが，彼はこの言葉を，酒

飲みではなく（nykterhet），約束を守り（ord-

hallighet），自己統御（besinning）し，思慮

深いこと（eftertanksamhet）を表す意味で

使っている。いわば，”skotsam”な労働者

とは，労働者の模範たる r1Jスベクタブル」

な労働者のことなのである。

彼の研究は，スウェーデン北部のノルラン

ド（Norrland）の製材所を中心とした町ホ

ルムスンド（Holmsund）において，労働運

1) R.Ambjornsson, Den skδtsαmmeαrbe-

tαren, Stockholm 1988. 

動が禁酒運動と密接な関係をもって展開する

中で，その製材所の労働者や港湾労働者の聞

に「リスベクタプル」な労働者が出現し，台

頭していった状況を分析したものである。と

りわけ彼がそうした「国民運動jの団体生活

で注目したのが，学習サーク jレ（studiecirkel) 

であったO 学習サークルとは，読書サークル

と図書館活動や講義を有機的に統合した学習

活動の一形態である。「リスベクタブル」な

労働者とは，学習サークルでの活動に見られ

るように，何より議論し読書する労働者なの

であった 2）。そして，このような労働者の出

現と普及は，この町を支配していたバターナ

ルな秩序を解体し変質させていった。使用者

は，今や労働者を対等な人格と見なすように

なり，地方議会にも「リスベクタプルJな労

働者が進出して，そこに大きな政治的影響力

を及ぼすようになったのである 3）。

このような彼の研究は，ウプサラ大学で行

われた「国民運動」研究のプロジェクトを継

2 ) Ibid., s. 71-95.学習サークルについては，

拙稿「スウェーデン社会民主主義における教養

理念の展開（下）」（東京大学）『社会科学研究』

第46巻，第5号， 1995年を参照。

3) R.Ambjornsson, a.a., s. 225-229. 
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承・発展させようというものであった。即ち，

そのプロジェクトの総括において，「国民運

動Jの展開は，中間層の価値観を社会全体に

わたって浸透させた過程であったと主張され

たのであるがぺ彼は，労働者文化を対象と

し，特にプロトコールなどの解読を通じてそ

の日常生活を分析し，労働者階級の存在形態

や心性を解明することを通じて，その主張を

具体的に検証しようとしたのである九

こうしたアンピョンソンの研究に対し，戦

間期のストックホルム・セーデル地区（So-

derkvarter）における都市下層民（貧しい下

層中間層や労働者）の文化を研究していたフ

ランセーンが，スウェーデンの労働者文化を

”skotsam”の概念で捉えることについて異

議を申し立てることとなる。彼が，そうした

労働者に見いだしたのは，酒飲みで，粗野な

言葉を吐き，感情をすぐ露にする，「リスベ

クタブル」な労働者とは全く正反対の生活様

式あるいは行動様式であった 6）。彼は，こう

した労働者を”egensinnig”（「頑迷なjの意

味）な労働者と規定し，「リスベクタブ1レJ
な労働者と対比したのである。例えば，彼に

よれば，前者は社会の近代化が捨ててきたも

のに固執した生活様式を，後者は近代化の帰

結を積極的に受けとめた生活様式を営んでい

た。 f皮はそこで，アンピョンソンがもっぱ

ら” skotsam”の概念でスウェーデンの労

4) S.Lundkvist, Folkrorelsernαi det sven-

skαsαmhilllet 1850-1920, Uppsala 1977, 

s.195.この研究プロジェクトについては，拙

稿「世紀転換期スウェーデンにおける禁酒運動

の展開j岡田与好編『政治経済改革への途』木

鐸社， 1991年， 101-103頁を参照。

5) R.Ambjornsson, a.a., s. 235 238. 

6) M.Franzen，”。lkafeetoch det folkliga 

drickandet. Exemplet centrala Katrina 

under 1900-talet，” i: Arkiv for studier i 

αrbetαrrorelsens historiα（以下 Arkivと

略記）， Nr.43 44, 1989 ; Dens., Den fol必

Zigαstαden, Lund 1992. 

働者階級の文化を把握しようとしたのに対

し，それを”skotsam”と”egensinnig”

を両極とする座標軸で捉えるべきだと主張し

たのである。そして彼は，「リスベクタピ l)

ティ（skotsamhet）」を代表する労働運動の

文化と未組織労働者など「頑迷さ（egensinne）」

を強く示した労働者の文化を区別すべきで

あると述べ，さらに労働運動の内部でもリー

ダーとマスでは「リスベクタピリティ」ある

いは「頑迷さ」の現れ方が異なるのではない

かといった問題を提起したのであった 7）。

それに対し，民族学者スカーリン・フリユ

クマンなどによって，人間存在は矛盾に満ち，

同じ人間でも局面・局面で「リスベクタブル」

にも「頑迷」にもなるとの指摘がなされた8）。

しかし，「リスベクタピリティ」と「頑迷さ」

それぞれを理念型として，スウェーデンの労

働者文化の生成・展開を見てゆくことの意義

は次第に認められつつあるのである 9）。以下

7 ) M. Franzen，”Egensinne och shotsam-

het i svensk arbetarkultur，” i: Arkiv, Nr. 

48-49, 1991. "egensinnig”とは，「我が僅なJ
「意にそわぬ」などの意味を持ち， ドイツ語の

”eigensinnig”に相当する。この言葉は，リユ

トケが，第二帝政期ドイツの労働者に対しで

も用いている。 A.Ludtke，”Organizational

Order or Eigensinn? Workers’Politics in 

Imperial Germany", in: W.Sean ed., 

Rites of Power. Symbolism, Ritual，αnd 

Politics Since the Middle Ages, Philadel 

phia 1985. 

8) B.Skarin Frykman，”Arbetarkultur och 

ar be tar kul turf orskning，” i: Arkiv, Nr.48 

49, 1991, s.32.同様の指摘として， M.Lind

kvist, Klasskαmrαter, Lund 1987, s. 170 

を参照。

9) B.Horgby，”Lang a och korta planerings-

perspektiv i arbetarkulturen，” i: Arkiv, 

Nr.48-49, 1991, s. 50 ; Dens., Egensinne 

och skOtsαmhet, Stockholm 1993, s.16. 

なお，周知のように，従来イギリスの労働貴族

の fリスベクタピリティ（respectabilty）」は

しばしば研究の対象となってきたのであり，前
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では，こうして「リスベクタピリティ」ある

いは「頑迷さjといった概念をめぐって展開

することとなった労働者文化研究の状況を見

てゆくこととする。

( 1 ) 「リスベクタピリティJ1iZぴ「頑迷

さ」の歴史的位置づけ

マグヌッソンは， 19世紀前半のエスキルス

トゥーナの金属加工業における手工業文化を

研究し，これを”brakig”（「始末に負えな

いjの意味）な文化と名づけ，それを保持す

る職人や徒弟が，使用者及び都市の支配層に

よって非道徳的で規範から逸脱した者と見な

されるようになる過程を搭いた。例えば，そ

うした職人や徒弟の生活においては，労働と

余暇は未分離で決まった労働時間などはなく，

彼らは，気が向けば仕事を勝手に休んだ。ま

た，原料をくすねて自分で加工し売り払うと

いったごまかしをした。さらに，居酒屋でお

ごりあい，しばしば稼いだ金をすぐ使いきっ

てしまったのである則。

こうした研究が現れ，このような手工業文

化を含めた前工業化期の民衆文化への関心が

述のように，リユトケはドイツの労働者に対し

”eigensinnig”の概念を用いたのであった。

このように，「リスベクタプル」ゃ「頑迷な」

といった概念は，スウェーデンの労働者文化の

理解のみではなく，概念の固による差異を明ら

かにすることを第一歩として，労働者文化の国

際比較の一つの糸口となると思われる。

10) L.Magnusson, Den brakigαkulturen, 

Stockholm 1988, Kap. 7,8,9,10.マルメー

における同様の伝統的手工業文化の存在を指摘

しているものとして， L.Edgren,Liirling -

Gesiill －』diistare,Lund 1987, Kap. 7.こ

うした伝統的民衆文化が「始末に負えないJも

のと見なされるようになったのは，ピーター・

パーク（PeterBurke）の指摘した，近代ヨー

ロッパにおける民衆文化とエリート文化の分離

といった現象を背景にしていると思われる。 P.

）°｛ーク（中村賢二郎・谷泰訳）『ヨーロッパの

民衆文化j 人文書院 1988年， 350-363頁

高まる中で，前工業化期の民衆文化と「リス

ベクタプル」な或いは「頑迷な」労働者文化

との関係が問題となってきた。とりわけ「始

末に負えないJ文化から「リスベクタブル」

な文化への移行の問題が労働者文化をめぐる

議論の一つの焦点となったのであるヘ

この問題については，ホリピィの整理が有

用だと思われる。彼は，まず伝統的な生活様

式はその時々の感情，利害に左右される剃那

的な行動で特徴づけられるのに対し，「リス

ベクタブル」な生活様式及び行動様式は，将

来を見据えて行動することに基づいたもので

あると考えた。そこで彼は，労働者の「始末

に負えない」文化から「リスベクタブル」な

文化への移行を，将来にわたって自己の人生

を設計するようになる生活の計画パースベク

テイヴ（planeringsperspekti v）の長期化と

いう点から把握しようとした。そして，生活

の計画パースベクテイヴを経済的パースベク

テイヴと社会的パースベクティヴに分類し，

それを各々，短期と長期に分けた。短期的・

経済的パースベクテイヴとは，彼が負債の経

済（skuldekonomi）と呼ぶもので，宵越し

の金を持たず質屋通いをするような行動様式

を指す。それに対し，長期的・経済的パース

ベクテイヴとは，節約し貯金をし，将来に備

えるような行動様式を意味する。これは，節

約の経済（sparekonomi）と呼ばれた。一方，

短期的・社会的パースベクテイヴとは，集団

の形成が短期的な利害からなされることで，

長期的・社会的パースベクテイヴとは，目先

の損得はともかくとして，長期的にはそれに

よって自己の地位を向上させる目的で集団を

形成してゆくことである。彼は，こうした短

期・長期の社会的パースベクテイヴを，労働

11) B.Skarin Frykman, a.a., s. 29 ; L. 

Edgren/L.Olsson，”Arbetare och arbets-

liv. Svensk arbetarhistorisk forskning”， 

i; K.Misgeld/K. A mark, Arbetsliv och 
αrbetαrrガrelse,Stockholm 1991, s. 25. 
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組合の流動的なメンバーと恒常的なメンバ｝

の行動様式を比較することで説明している。

また，初期の労働者のストライキに見るよう

な自然発生的で突発的な集団的な行動と，強

固な組織を基盤とし綿密な計算の上に規律と

統制をもって行われるストライキとの差も，

社会的パースベクテイヴの長さの違いによっ

て説明されるのである。こうした議論に従え

ば，「リスベクタブル」な労働者とは，「始末

に負えないJ労働者の経済的ならびに社会的

パースベクティヴが長期化することによって

出現したということとなるω。

また彼は，これとは別の角度からこの移行

の問題を論じている。即ち，彼によれば，前

工業化期の民衆文化においては，名誉の感情

が各自の行動を律する中心的なメカニズムで

あった。名誉にふさわしいふるまいをするこ

とでその社会的地位を維持し，それをし損な

えば，地位を失ったのである。それに対し，

「リスベクタブル」な文化においては，各自

の行動を律するものとして超自我が形成され，

自己統御がそのメカニズムの大きな部分を占

めるようになった。つまり，「始末に負えな

い」文化から「リスベクタブル」な文化への

移行は，外面的な規律から内面的な規律への

移行，いわば，「恥の文化」から「罪の文化J
への移行と捉えられたのである問。

そしてさらに彼は，こうした「始末に負え

ない」文化から「リスベクタブル」な文化へ

の移行を，マックス・ヴ、ェーパーの議論を踏

まえ，「伝統主義jを脱却する「脱魔術化」

あるいは「合理化」の過程として総括するこ

ととなる凶。

12) B.Horgby，”Langa och korta plane-

ringsperspektiv i arbetarkulturen”；Dens., 

Egensinne och shotsαmhet, s. 179-204. 

13) B.Horgby，” Traditionen och fOrand-

ring i arbetarkulturen 1850 1940’＇＇ i ; 

Scαndia 56:2, 1989, s. 303 ; Dens., Egen-

sinne och skδtsαmhet, s. 159 177. 

このような枠組に依れば，後でも見るよう

に，「頑迷なJ文化は，短期的な計画パース

ペクテイヴや「恥の文化」或は「伝統主義J
で特徴づけられる，前工業化期の民衆文化の

後商として位置づけられるであろう。しかし，

イェーテポリィの港湾労働者の文化を研究し

た民族学者ビヨルクルンドによれば，そうし

た労働者の伝統的な行動様式は，社会の合理

化・規律化に対し，労働者が集団あるいは階

級としてのアイデンテイティを確認しながら，

伝統的な権利を維持しようとする集団的な労

働者の防衛戦略と考えられるべきなのであっ

た。労働者は，そのように行動することで，

伝統的なやりかたで働いて，労働のテンポを

自己で決定し，自分が望むところにいつでも

行き来するなどの慣例を仲間と確認しあいつ

つ，維持しようとしたのであるへそれ故，

ホリピィも言うように，「頑迷な」振る舞い

を単に伝統的な民衆文化の残浮と捉えるので

はなく，「リスベクタピリティ」と同様に，

労働者の工業化に伴う社会の規律化・合理化

への対応でありなおかつ労働者の階級意識の

現れとして考えるべきだと思われる16）。

一方，スカーリン・フリュクマンは，「リ

スベクタプル」な労働者文化における女性や

家庭の位置をめぐって，「リスベクタピリティJ
の前工業化期からの連続性という論点を提示

した。同じく民族学者であるプレムベックの

19世紀後半の農村の子育ての研究によれば，

当時の農村における子育てにおいて，目上の

者に対し忠実で，物静かで，沈着であり，控

えめで，敬慶であるという価値が追及されて

いたへ彼女は，このような研究に拠りつつ，

14) Ibid., s. 205吋 238,271吋 272.

15) A.Bjorklund, Hiαmnens arbetαre, Gote-

borg 19倒， s.174-178. 

16) B.Horgby, Egensinne och shotsαmhet, 

s. 16. 

17) H.Brembeck, Tyst -lydig －αrbetsαm, 

Goteborg 1986, s. 67. 
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こうした価値や規範は，恐らくかなり古くか

らのもので，けっしてこれまで言われてきた

ような「始末に負えないJ文化に属するもの

ではなかったと考えた。それ故こうした価値

や規範は，「リスベクタブル」な丈化につな

がるものであり，「リスベクタブル」な労働

者文化の生成の背景として，都市の労働者階

級の大部分が，幼児期をそのような家庭で育

てられたことに注目すべきだと主張したので

ある18)0 

こうした彼女の主張は，次のようなこつの

問題につながっていると思われる。まず第一

に，前工業化期の民衆文化は， 19世紀の中間

層の捉えた放縦で無秩序な「始末に負えない」

側面のみならず，恐らくそうした中間層から

見ても規律をもった秩序だ、った側面を持って

いたのであり，そのような前工業化期の民衆

文化の多面性・多様性に注目しつつ，「リス

ベクタプルjな労働者文化への移行を考えね

ばならないととである。即ち，「リスベクタ

ブル」な労働者文化に見られる内面的な規律

は，前工業化期の民衆文化の全面的否定の下

に成立したわけではなく，そこでのある部分

を継承・発展させて成立したと思われるので

ある。それ故，前工業化期の民衆文化の多面

性・多様牲を検討した上で，それとの問での

連続と断絶の双方の側面から，「リスベクタ

ブル」な労働者文化の生成を捉えてゆくべき

であろうゆ）。

そして第二に，男女関係や自律的文化領域

18) B.Skarin Frykman, a.a., s. 37. 

19）例えば，ヴインベリイは，代表的なプロト工

業地域であるヒユ｝ヘラード（Sjuhii.rad）地

方のマルク（Mark）郡では，農業不況を伴っ

た大不況の影響もあって多くの農民やプロト工

業従事者が没落して工場の労働者となっていっ

たが，ピエティスムが彼らに工場での生活に意

味付けを与え，それへの適応を助けたことを指

摘している。 C.Winberg,F，αbriksfolket, Go-

teborg 1989, Kap.6. 

である家庭をも対象として，「リスベクタブ

ル」な労働者文化への移行の問題を考えるべ

きことである。これは，「リスベクタプル」

な労働者文化において，女性や家庭が如何に

位置づけられていたかという問題に関わって

いる。アンビョンソンは，「リスベクタブル」

な労働者として男子成人労働者を分析の対象

としたのであるが，女性も，労働者として，

妻として，母として労働者文化の一翼を担っ

たのである。この点の検討を抜きにして「リ

スベクタブルjな労働者文化の全体像は把握

しえないことは明確である則。また，職場と

は異なる論理を持って営まれる家庭での親子

関係や夫婦関係の変化は，この移行にとって

20）例えばノルドベリィは，アンピョンソンが扱っ

たホルムスンドの「リスベクタブル」な労働者

の妻はどのような存在であったのかを問題にし

ている。彼女らは，「リスベクタプルJな労働

者の形成した公共性においては従属的な地位に

留まり，妻として「リスベクタブルjな労働者

を支え，母として子供を「リスベクタブル」に

育てあげることが期待されていた。 K.Nord-

berg，”De skbtsamma fruarna i Holm血

sund", i :Hiiften for kritiskαstudier 1蜘：

2.かつてヨハンソンは，女性の政治的公共性

への進出は，「国民運動jの下で飛躍的に進ん

だことを主張したのであった。 H.Johansson,

Den sv朗読α godtemplarrorelsen och 

samhiillet, Stockholm 1947, s. 41-42 ; 

Dens., Folkrorelserna och det demokrα－ 

tiskαstαtsskicket i Sverige, Karlstad 1952, 

s. 76.しかし最近では，世紀転換期の労働運動

（労働組合運動の他，政治運動，協同組合運動

などを含んだ社会民主主義運動）の公共性にお

いては，女性の地位は従属的で，女性に関わる

政治的問題のみに従事することが求められてい

たことが指摘されている。 CCarlsson, Kvin-

nosyn och kvinnopolitik, Lund 1986.「リ

スベクタブル」な労働者文化は，こうした女性

の問題を視野に収め，家庭の機能を解明せねば，

その全体像を明らかにできないと思われるので

ある。今後の検討の課題としたい。

21) B.Horgby, Egensinne och skOtsαmhet, 

s. 122. 
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重要な役割を果たしたと思われる。例えば，

ホリピィは，「リスベクタブルJな家庭の，

そこで育つ子供にとって規律の内面化の場と

して果たした役割を強調している21）。それ故，

「始末に負えない」民衆文化から「リスベク

タブル」な労働者文化への移行は，これまで

権力関係論の分析で主要な分析の対象となっ

てきた労使関係や職場のみではなく，男女関

係や家庭も問題にしなければならないと考え

られるのである。

( 2 ) 「リスペクタブルJな労働者文化ヘ

の移行の要因

それでは，こうした生活の計画パースペク

テイヴの長期化，規律の内面化，脱魔術化で

特撮づけられる「始末に負えない」民衆文化

から「リスベクタブルJな労働者文化への移

行は，どのようにして起こるのであろうか。

この問題については，これまでにも様々な要

因が指摘されてきた。そしてそれらの要因は，

大きくいって， 2つに分けられると思われる。

即ち，外発的要因と内発的要因である。

外発的要因を強調する典型的な著作が，ホ

リピィの処女作である。この著作は，フーコー

の影響の下に，工場，学校，教会，司法，教

育制度といった様々な制度を通じての社会の

規律化過程に注目して，その規律化の効果が，

職場における労使の力関係によって異なるこ

とを示そうとしたものである。そのように権

力関係論を用いることは，彼の研究が，ストッ

クホルム大学での労働者階級形成史の研究プ

ロジェクトの系譜を日｜いていることを示して

いる。具体的には， 19世紀半ばから第一次大

戦以前のノ jレシェーピングの手工業熟練労働

者，工場労働者（主に繊維・織物工場の不熟

練労働者），屋外不熟練労働者の飲酒や窃盗，

暴力行為などの側面から規律化の過程が扱わ

れた。そして彼は，例えば後にも見るように，

生産点において自律性を確保していた手工業

熟練労働者は，そうした社会の規律化に抵抗

し，よく伝統的な生活慣行を保持していたの

に対し，職場の力関係において弱体な工場不

熟練労働者が，最もよく規律化されていった

ことを明らかにしたへこのように日常生活

の隅々に規律化の装置が張りめぐらされてゆ

き，規律のとれた合理的な行動様式・生活様

式を押しつけてゆくという外在的かつ客観的

な要因を重視し，それに労働者が対応するこ

とを強制されてこのような移行が起こったこ

とを強調するのが，この立場である。

これに対し，内発的要因を強調するのが，

アンビョンソンやマグヌッソンである。アン

ピョンソンによれば，「リスベクタブル」な

労働者は，組織労働者が長期的な目的に沿っ

て合理的に行動し，集団的な目的を達成する

必要から生まれてきたものであった田）。

この見解をより鮮明に打ち出すのがマグヌッ

ソンである。彼は，前工業化期のエスキルス

トゥーナの手工業文化を扱った著作の中で，

そうした「始末に負えない」文化の合理性を

強調した。例えば，その居酒屋で職人が互い

に酒をおごりあい，酒浸りとなってなけなし

の金を使い切ってしまうことも，そのような

仲間づきあいによって社会的帰属意識を獲得

する手段であるのみならず，それがインフォー

マルな社会的な保護の制度となっていたこと

を指摘する。即ち， 19世紀前半においては従

来の手工業的な秩序が勤揺し，もはや家父長

的な親方との関係もあてにはならず，職場開

の移動が激しく雇用が安定しない状況にあっ

て，酒場でのおごりあいは，病気や失業や死

亡時などまさかの時の投資の機能を果たして

いたのである制。

しかし，工業化とそれに伴う社会変動によっ

22) B.Horgby, Den disciplinerαde αrbe-

tαren, Stockholm 1986. しかし，ホリピィ
が，内発的要因を重視する立場に移ってきてい
ることは，行論から明らかになろう。

23) R.Ambjornsson, a.a., s. 261-262. 

24) L.Magnusson, a.a., s. 337-345. 
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てそうしたインフォーマルな社会関係は解体

に向かい，しかも社会の規律化，合理化が急

速に進展してくることとなる。けれども，そ

こに労働運動が登場することで，労働者にとっ

て居酒屋でのおごりあいとは別の新たな可能

性が開けてきたのである。彼によれば，その

ような状況から見れば，労働者が，労働運動

における集団的行動とそれを強固なものとす

る「リスベクタブル」な生活及び行動様式を

受容するのは合理的なものであったお）。

このように内発的要因を強調する立場の者

は，社会の規律化・合理化といった状況の存

在を認めつつも，労働者はいやいやながら強

制されて規律化されたのではなく，そうした

外的状況の変化に積極的に対応Lていったこ

とを重視するお）。そしてその際，労働者が自

己の地位を維持・改善してゆくため，使用者

に対抗しつつ組織的行動を推進して自己の権

力資源を動員していった過程が注目されるこ

ととなる。けれども，この内発的要因と外発

的要因は互いに排除するものではなく，局面・

局面においてからまりながら作用していった

ものと思われる。我々は，具体的な分析にお

いては，双方の要因を見てゆかねばならない

と考える。

一方，こうした「リスベクタブルjな労働

者文化への移行において注意せねばならない

のが，労働者が，どのような場所において

「リスベクタブルJな価値観・行動様式を身

につけていったかという問題である。これは

25) L.Magnusson，”Nii.r fackfbreningen ut 

manade fabriken，” i: R.Ambjornsson/ 

D.Gaunt red., Den doldαhistorien, Stock-

holm 1984, s. 459. 

26）そうした労働者の主体的適応を可能とした要

因として，スウェーデン社会における禁欲的プ

ロテスタンテイズムの展開があったと思われる。

拙稿「世紀転換期スウェーデン労働運動におけ

る日常生活」『立教経済学研究』第48巻第3号

1995年， 第4節②を参照。

移行のメカニズムを考える際には，不可欠の

視点であると思われる。ホリビィは，その処

女作において，特に職場における権力関係を

重視したのであり，スカーリン・フリュクマ

ンは，家庭の役割に注目した。そしてこうし

た職場や家庭の他に，娯楽や消費そして社交

などの日常生活が行われる場としての地域社

会も，注目せねばならないと考える。例えば，

「国民運動Jの団体生活は，地域社会におけ

る日常生活の場の一つに数えられるのである。

その重要性は，アンピョンソンが研究の対象

とした「リスベクタブル」な労働者が，後に

見るように一般的にはそうした「リスベクタ

ピリティ」とは縁遠い製材所の不熟練労働者

や港湾労働者であったことでもわかるであろ

う。彼は，そこで地域社会において禁酒運動，

さらには間接的には禁酒運動を介して自由教

会運動が，労働運動と密接な関係を持って展

開していたことを重視するのであり，これら

の運動が労働者の集合性の性格に影響を与え

たことに注目したのであるヘ

こうして「リスベクタブル」な労働者文化

への移行については，職場，地域社会，家庭

といった様々なレヴェルで検討し，その相互

関係を解明して移行のメカニズムを明らかに

してゆかなければならないと思われるが，そ

の場合も，社会の隅々に規律化・合理化が及

ぶという外在的要因とそれに対し労働者がど

のように対応していったのかという内発的な

要因を見てゆく双方の視点、が必要であろう。

( 3 ) 「リスペクタブルJな労働者文化と

市民文化

筆者は，本誌前号で，スウェーデン中部の

金属・機械工業の中心地であるエスキルストゥー

ナにおける世紀転換期の労働運動の団体生活

を具体的に検討した。そこでは，労働者が，

団体生活において，集会を中心とした活動に

27) R.Ambjornsson, a.a., Del V. 
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参加し，各自が自分の意見を展開し，プロト

コールをつけ，議事の進め方や組織の運営に

ついて学んでいたことが窺えた。旧来からの

「国民運動J研究で言われているように，そ

の団体生活は，メンバーに民主主義社会の運

営に必要な技術，価値観，行動様式を身につ

けさせる「市民の学校」として機能していた

のである。しかし，団体生活は，集会に尽き

るものではなく，啓蒙・学習活動や娯楽活動

など様々な要素からなっており，しかも，労

働運動は，団体生j舌全体を通じて，労働と余

暇を空間的・時間的に分化し，労働者の行動

及び日常生活を規律化しようとしていた。つ

まり，労働運動は，その団体生活全体におい

て，「リスベクタブル」な労働者を養成せん

としていたのである冊。このような団体生活

の形成は，一つには，労働運動が，使用者に

対抗してできるだけ効率的かっ合理的に権力

資源を動員してゆこうと努力していたことか

ら説明されるであろう。

一方，労働運動は，集会所である「人民の

家（folketshus）」や「人民の公園（folkets

park）」など独自な空間を構築していた。

これらの労働運動の公共的空間は，単に労働

運動や労働者の集会所であることに留まらず，

地域社会の公共的な施設たらんとする志向性

を持っていた。例えば，「人民の公園」は，

様々な催し物を行い，地域住民を引きつけた

のである。実際，労働者図書館や「人民の公

園jの多くが，戦間期以後，地方自治体であ

るコミューンの施設となり，名実ともに地域

社会の文化的中心となってゆく。このような

公共的空間が開放的である団体生活の形成は，

禁酒運動や自由教会運動と密接な関係を持ち，

「国民運動Jとして労働運動が展開したこと

に代表されるように，労働者階級と中間層

（直接には下層中間層）が様々な形で交流して

いたことと相互的に展開していったものと考

28）拙稿「日常生活J, 第4節①を参照。

えられる。また，このような労働運動の公共

的な空間の開放性は，労働者が「議論する公

衆」として認められることを積極的に求めて

ゆくこととつながっていた。そして，労働者

が自分達は「議論する公衆Jであると自負す

ることは，日常生活のあらゆる局面における

「リスベクタプル」な行動様式に支えられて

いたと思われるのである制。

このように「リスベクタピリティJへの志

向は，労働者が市民的公共性に積極的に参加

しようとする意志と結びついていた。つまり，

「リスベクタブル」な労働者の生成は，労働

者の使用者に対抗しての権力資源の動員過程

のみではなく，地域社会における様々な形で

の労働者階級と中間層との交錯という視点か

らも見てゆかねばならないのであり，「リス

ベクタピリティjとは，職場での労働者の地

位の向上にとどまらず，市民的公共性の場に

おいて都市支園田膏（上層中間層）のヘゲモニー

に挑戦しようとする戦略でもあったと考えら

れるのである制。

ところで，こうした「1）スベクタブル」な

労働者文化の生成を，果たして労働者のブル

ジヨワ化（forborger ligan de）と捉えるべき

か否かが問題となっている。例えば，そうし

た移行に対する外在的要因を重視するホリピィ

の処女作においては，それをブルジョワ化と

見なす傾向が強い。そしてそこでは，労働者

の規律化は，集権的な団体交渉システムに代

表される階級闘争の制度化，いわば，労働者

の体制内化につながるものであると考えられ

ている31)。また，別の論文では，労働者の

29）同稿， 第4節③を参熊。

30）中間層（medelklass），上層中間層（hOg四

medelklass），下層中間層（lagre medel 

klass）の概念については，拙稿「19世紀スウェー

デン社会と労働組合運動」『歴史学研究』第626

号， 1991年を参照。本稿では，以上のような中

間層を担い手として生成・展開した文化を市民

文化と呼ぶこととする。

31) B.Horgby, Den disciplinerαdeαrbe-
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「リスベクタピリティjを市民的な価値観・

行動様式を取り入れたものだと見なしてい

る叱このように労働者のブルジョワ化が論

じられる時には，労働者の体制内化と労働者

への市民文化の浸透というこつの問題が論じ

られていると思われる。

民族学において，市民文化の浸透という観

点から労働者のブルジョワ化を強調する研究

を代表するのは，フリュクマンとレーフグレ

ンの著作であろう。彼らは，階級聞の文化の

交錯を問題とし，市民文化の農民や労働者へ

の浸透を様々な角度から例証した。自然観，

家族観，罪，性，肉体に対する感覚等々であ

るへその他，民族学では，例えばブーマン

の労働運動における歌の研究でこうしたブル

ジョワ化が論じられた。彼は，労働運動の中

でどのような歌が如何なる場で歌われ，それ

がどのように位置づけられたのかを問題にし

たのである。彼によれば，初期の労働運動内

部では，アウグスト・パルム（AugustPalm) 

に代表される手工業熟練労働者の文化とプラ

ンティン（HjarmarBranting）に代表される

学生出身者の文化が対抗していた。前者では，

歌は，労働者の団結の力を誇示し，アイデン

テイティを強化するものとして位置づけられ

ていた。そして，あくまで労働者階級の階級

意識の表現としての歌が求められたのである。

それに対し，後者では，音楽を含め芸術はあ

くまで階級中立的であって，集団としてのア

イデンテイティを確立するというより個人的

な情操を高め，他人としての技芸を競うもの

だと位置づけられていた。そして彼によれば，

taren, s. 246-248. 

32) B.Horgby，”Tradition och fOrandnng 

i arbetarkulturen”， s. 304. しかしf皮は，
最近では単純なブルジョワ化を否定している。

B.Horgby, Egensinne och shotsαmhet, s. 

284-290. 

33) J.Frykman/0.Lofgren, Den kultive-

rαde mannishαπ，Lund 1979. 

労働運動には，後者によってそうした市民的

な芸術観や慣行が持ち込まれ，浸透していっ

たのである制。

このようなブルジヨワ化を強調する研究に

対して，単純なブルジョワ化を否定する一連

の研究が存在する。それらの研究に共通する

特徴は，「リスベクタブルJな労働者文化へ

の移行の内発的・主観的な要因を重視してい

ることである。例えば，アンピョンソンやマ

グヌッソンは，こうした「リスベクタプルJ
な労働者文化への移行には，確かに使用者や

都市支配層の利害に沿う側面も存在したので

あるが，少なくとも労働者の主観的意図はそ

れとは巽なっていたという両面性を指摘して

いる。彼らによれば，工業化に伴ろ社会の規

律化・合理化の中で，そうした「リスベクタ

ブル」な生活様式の受容は，階級としての経

済的・社会的・政治的・文化的向上の前提と

なっていた。このような状況の中で，労働者

は，「リスベクタピリティ jを志向すること

で，階級としての労働者の地位の向上ととも

に，工場の内と外におけるパターナルな支配

の打破を目指したのである。しかし，そうし

た労働者の主体的な行動は，使用者や都市支

配層のヘゲモニーに対する挑戦であったと同

時に，新しい工場の規律の形成にもつながっ

ていた。彼らは，このように労働者の主観的

な意図と客観的な帰結の両面性，パラドック

スを強調するのであるお）。

鉄道を中心に新しく聞けた町である南スコー

ネ（Skane）のスヴェーダラ（Svedala）に

おける労働者文化を研究した民族学者l）ンド

クヴィストも，単純なブルジョワ化を否定

34) S.Bohman, Arbetαrkultur och kulti-

verade arbetare, Stockholm 1985. 

35) R.Ambjornsson, a.a., s. 261 262 ; L. 

Magnusson，”N iir fackfOrening巴nutma-

nade fabriken”， s. 459; D巴ns.,Arbetet 

vid en svensk verkstαd : Munktell 1900-

1920, Malmo 1987, s. 243. 
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する。例えば，彼は，労働者の聞で使われる

”skitherrskap （似而非紳士）＼”herrskaps』

fasoner （ご主人のマナー）”といった言葉に

注目し，労働者は確かに都市支配層である上

層中間層の生活様式に櫨れを抱いていたが，

その一方で，自分の手を汚して働かず他人か

らの搾取で生活することに対する自らの価値

観に基づく強烈な批判が存在していたことを

示した。プルジョワ婦人は何もしないことで

馬鹿にされていたのであり，ぞれに対して

「リスベクタブルJな労働者の婦人は家事や

育児を一切一人できりまわすことで称賛され

るべき存在であったのである。このように彼

は，労働者と商人の潤の紛争，自然観の差，

街路や広場での行動様式の差など様々な角度

から労働者の「リスベクタピリティ」と市民

文化の衝突を論じたお）。彼は，こうして労働

者に市民文化が浸透してゆくというよりも，

労働者が主体的に文化を創造してゆく側面を

強調する。即ち，労働者は，市民文化に対し，

このように自己にとってふさわしくないもの

はけっして取り入れなかったのであり，その

一方で資本主義システムの抑圧に対抗して様々

な戦略，制度を生み出していったのであった。

そうした中で強力な組織の形成が，使用者や

都市支配層の支配を打破する前提として進行

してくるのである。その一つの帰結が，労働

者の規律化であり，「リスベクタブルJな労

働者の形成であったへ

このような労働者の主観的な意図を重視す

ることは，イェーテボリイのパン職人におけ

る階級意識の形成を論じたスカーリン・フリュ

クマンにも共通している。彼女の整理に従え

ば，使用者や都市支配層が労働者を規律化し

ようとする意図は，保守的で，ヒエラルヒツ

シュな社会秩序や財産秩序を維持しようとす

るものであり，その規律化は，あくまでも個

36) M.Lindkvist, a.a., s. 142-162. 

37) Ibid., s. 169-170 

人が対象となる個人主義的な性格を持ってい

た。それに対L，労働者が自ら規律化を求め

る意図は，何より社会改革的で，財産や教育

機会など社会的資源の再分配を求め平等な社

会秩序を実現しようとするものであり，その

規律化は，労働者の連帯によって集団あるい

は階級としての向上を目指すコレクティヴな

性格を持つのであった掴）。

こうして労働者の単純なブルジョワ化を否

定する研究は，「リスベクタブル」な労働者

文化への移行が，必ずしも労働者の体制内へ

の統合を意味せず，使用者や都市支配層の工

場の内や外における支配を打破せんとする側

面を持っていたことを示したのである。また

実際，労働者文化は，リンドクヴイストの強

調するように，市民文化の価値観や生活様式

を部分的に受容したとしても，それとは異な

る独自牲を有していた。つまり，労働者の側

で市民文化の諸要素に対する取捨選択が行わ

れたのである。このことは，客観的な状況に

対応しての労働者の主観的な意図が働いたこ

とを示すと思われる。このような主観的な意

図の重視は，その客観的な帰結が最終的にど

うなったのかをめぐる評価は別としても，労

働者階級の形成をプロセスとして問題にする

場合には不可欠な視点となるだろう。また，

社会の規律化に対する労働者側の主体的な対

応としての「リスベクタブル」な行動様式の

採用が，逆に使用者や都市支配層の側での新

38) B.Skarin Frykman, Fri伽 yrkesfamilj 

till klαssgemenskαp, Goteborg 1987, s. 

295.彼女はまた， 1880年代の建築労働者ヨー

ハン（Johan）の日記を分析し，彼が禁酒を

して規律だった生活様式を身につけるに至った

のは，ブルジョワ化によるのではなく，労働者

が自己の人間的価値の承認を望み，他の社会階

級との社会的地位の平等を求めたからであった

と主張している。 B.SkarinFrykman，”Dry-

ckande och disciplin protest mot ett 

fOrborger ligande”， i: Loneαrbete och livs-
mδnster, Kungalv 1989. 
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たな対応を生み出し，市民社会の変容を促し

ていったと思われる。様々な研究で指摘され

る工場や地域社会における旧来のパターナル

な支配の解体がそれに当たるであろう。我々

は，こうした労働者の主観的な意図を重視し

つつ，労働者階級の形成を市民社会・市民文

化との聞の吸引と反発の相互的なプロセスと

39）いわゆる習俗の文明化の過程を，上位の者に

対する同化と，下位の者に対する差異化の過程

として捉え，それを絶対王制における身分的・

階層的秩序の形成・展開に結びつけて論じたも

のとして次の書物を参照。 N.エリアス（赤井

慧爾他訳）『文明化の過程』（下）法政大学出

版局 1978年， 432-479頁； R.ミュシャンブ

レッド（石井洋二郎訳）『近代人の誕生一フラ

ンス民衆社会と習俗の文明化J筑摩書房 1992

年， 143-212頁．これらの書物と本稿で示した

視角の差は，まず第一に，彼らが社会の規律化

を特に同化と差異化のメカニズムから説明する

ことに関連する。そのメカニズムは，人間の差

恥心や優越感などに注目するもので，それのみ

で，外面的規律から内面的な規律への移行がう

まく説明できるのかという疑問がある。規律に

従う従わないということには，より積極的な動

機づけが存在したのではないかと思われるので

ある。というのも，彼らの議論では，民衆ある

いは労働者はむしろ規律化される客体であり，

ここで問題とした労働者の「リスベクタビリティ」

の志向に見られる労働者の主体性を，評価でき

なくなるのではと考えるのである。そもそも労

働者には，「リスベクタピリティJを求めた労

働者ばかりではなく，「頑迷さ」を強固に示す

労働者も存在したのである。これに関連して第

二に，彼らは，規律をめぐる階級聞の対抗関係

をなお一面的にしか捉えていないと思われるこ

とである。例えば，確かに労働者の「リスペク

タピリティ」への志向は，労使聞の階級的対立

という状況ぬきでは理解できないのであるが，

彼らの議論では，そうした階級間・階層聞の対

立が規律の質的変化と結びつく傾向にあったこ

とが視野に入りにくいのである。エリアス自身

も指摘しているように，ドイツにおいては貴族・

宮廷に対する市民層の対抗関係が存在したので

あり， ドイツにおける教養（Bildung）理念は

そこから生成してきたと考えられる。 N.エリ

アス前掲書（上）法政大学出版局 1977年， 74

80頁．また， M. ウェーパーが問題にしたイ

して捉えてゆく必要があると考える制。

( 4 ) 「頑迷Jな労働者と日常生活

アンピヨンソンは，「リスベクタブル」な

労働者が両面戦争を行っていたことを指摘す

る。即ち，一方では使用者に対してその工場

の内と外での支配を打破することを目指し，

他方では運動の組織活動にとって害のある者

に対し，それを統制せんとしていた制。リン

ドクヴィストも，「リスベクタブルjな労働

者家族は，ブルジョワジーとも伝統的な生活

様式を引きずっている恒常的な仕事につかな

い貧しい労働者とも一線を画していたのであ

り，特に後者とは交際しない傾向にあったこ

とを指摘している叫。このような「リスベク

タブル」な労働者による「頑迷な」労働者の

抑圧は，マグヌッソンも言及しており，機械

工の労働組合では，様々な規律化の取り組み

がなされていたことが触れられている。飲酒

ギリスの禁欲的プロテスタンテイズムは，絶対

王制を打倒する主体を生み出したのであった。

M. ウェーパー『プロテスタンテイズムの倫理

と資本主義の精神』（大塚久雄）岩波文庫 1988

年。このように，階級聞の対立と規律のあり方

の質的な転換は，しばしば密接に関連していた

のであり，彼らの把握では，あたかも社会の規

律化が，絶対王制の宮廷から社会の下層への単

純な浸透過程と見なされてしまう危険があると

恩われるのである。このように，規律化される

側の主体性をより積極的に評価し，階級・階層

聞の相互関係の中で各自が規律に対してどのよ

うな意味付けをしていったのかを検討すること

で社会の規律化の過程をよりダイナミックに捉

えられるようになるのではないかと考える。な

お，スウェーデン市民社会における階級・階

層聞の相互関係の中で，教養（bildning）理

念が質的変化を伴いつつ如何に展開していった

かを概観する試みとして，拙稿「スウェーデン

社会民主主義における教養理念の展開（上）（中）

（下）」（東京大学）『社会科学研究』第46巻第

3' 4' 5号， 1994-1995年を参照。

40) R.Ambjornsson, a.a., s. 261. 

41) M.Lindkvist, a.a., s. 170. 
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の他，集会に遅刻することなどの不品行は，

労働組合の中での取り締まりや罰則の対象と

なったのである。これは，彼によれば，労働

組合の権力資源の強化のためであったω。こ

れらの指摘は，「始末に負えない」民衆文化

から「リスベクタブルjな労働者文化への移

行は，「リスベクタピリティ」を求める労働

者の自己意識が高まり，彼らが，なお伝統的

な生活様式・行動様式を保持する他の労働者

と自分たちとの差異を強調してゆく過程でも

あったことを示していると思われる。「リス

ベクタブJレjな労働者文化への移行は，こう

して「頑迷な」労働者文化の生成も伴ってい

たのである。

では，このように「頑迷な」労働者は，

「リスベクタブル」な労働者の抑圧を受ける

こととなったのだが，彼らは呆たしてどのよ

うな日常生活を送っていたのであり，「頑迷

な」労働者文化とはどのようなものであった

のであろうか。「頑迷な」労働者についての

本格的な研究は，管見の限りまだ数少ないが，

言及されるべきだと思われるのが，フランセー

ンの研究とホリピィの最新作である。フラン

セーンが，自身の戦間期ストックホルムのセー

デル地区の研究を基にして，アンピョンソン

が問題とした「リスベクタブルJな労働者に

対し「頑迷な」労働者の概念を提唱したこと

は前述の通りである。確かにこの研究が主に

対象としているのは，労働者階級形成期より

後のことである。しかし，「頑迷なJ労働者

とはどのようなものであったのかを見る上で

は無視できない研究だと思われる。一方，ホ

リピイのこの著作は，次項でも取りあげるこ

ととなるが，やはりノルシェーピングの労働

者を対象とし，そこでの労働者文化の生成・

展開を， 19世紀半ばから1940年頃までについ

て「リスベクタピリティ」と「頑迷さ」をキー

ワードとして捉えようとしたものである。そ

42) L.Magnusson, Arbetet vid eπ svensk 
verkstαd, s. 235-239. 

れ故，その研究には，具体的な叙述は豊富と

は言えないが，「リスベクタブル」な労働者

のそれと比較しつつ，「頑迷な」労働者の日

常生活の分析も含まれるのである。また，そ

の際彼が，その全体像を解明するに至ってい

ないが，職場のみではなく，地域社会，家庭

といった日常生活の場をも視野に収めていた

ことも注目される。

フランセーンの対象としたセーデル地区の

住民の約3分の 2は，都市下層民（folkliga 

klasserー下層中間層と労働者）であった。

そうした労働者のうちの大多数は，雑多な職

業を転々とする建築現場や港湾で働く屋外不

熟擁労働者であり，季節的な失業はっきもの

で，そのうえ景気循環の影響を最も敏感に受

けていた。また，下層中間層の主要部分を占

める自営業者も，所得が不安定で貧しい暮ら

しを営んでいた唱）。ホリビイが，ノルシェー

ピングで「頑迷な」労働者を代表すると考え

たのも，労働組合成立期の手工業熟練労働者

とともに，こうした生活が安定しない屋外不

熟練労働者であったヘフランセーンは，こ

のような地区を対象とすることで，ロンドン

のイースト・エンドにも通ずる都市下層民の

民衆文化をスウェーデンにおいて見いだそう

としたのであった。ただし，彼が，工業化前

には都市が未発達で，人口の殆どが農村に住

んでいたスウェーデンにおいては，そのよう

な都市下層民が集まって住む場所は珍しく，

このようにそうした人々が担う都市民衆文化

の伝統が見られる場所は，多くは存在してい

なかったと指摘していることは留意されるべ

きであろう制。

ところで，このセーデル地区の住民の「頑

43) M.Franzen, Denfolkligαstαden, s. 129 

-131. 

44) B.Horgby, Egensinne och skotsαmhet, 

s.95. 

45) M.Franzen, Den folkligαstαden, s. 51 

-52. 
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迷なj生活は，ピール酒場（olkaf吾）での喧

喋に代表される。スウェーデンにおいては，

1917年からアルコールの販売規制が行われ

てた。いわゆるプラット・システム（Bratt”

system）の導入である。それによってアル

コール濫用で捕まった経験を持つ者はもとよ

り，きちんとした住居や収入のない者もアル

コールを購入できないこととなった。例えば，

救貧を受けている者や，親元で生活している

息子や娘，他人の家に寄宿している者には，

それを提示することでアルコールが購入でき

る飲酒手帳（motbok）が発行されなかった

のであるぺこの地区には，特にこうした飲

酒手帳を持てない人々が多かった。そしてピー

ル酒場と言えば，当局の許可と監視の下では

あるが，そうした飲酒手帳を持たぬ者でも合

法的に酒を飲める場所であったのである。こ

こは，酔っ払いがしばしば騒ぎを起こし，些

細なことからすぐ喧嘩さ守たとなる所でもあっ

た。それ故，警察官は，何か事件があるとこ

の場所に日をつけ，パトロールにおいては必

ずチェックしていたのである判。

ホリピィも，ノルシェーピングにおける屋

外不熟練労働者を中心とした「頑迷なj労働

者の飲沼文化について言及している。そこで

は，酒場での蒸留酒のおごりあいが社会的帰

属を象徴し，おごりおごられることを拒否す

れば，相手の名誉を傷つけることとなり，し

ばしば殴り合いにつながっていた制。このよ

うに，「頑迷な」労働者文化においては，マ

グヌツソンの言う「始末に負えない」文化の

諸要素が多く継承されていたのである。

さらに，セーデル地区の住民の中には，こ

46) Ibid., s. 265-266. 

47) Ibid., s. 267. 

48) B.Horgby, Egensinne och skotsαmhet, 

s.163-164.ノルシェーピングの特に労働者の

飲酒とそれに対する当局のアルコール政策の推

移については， Dens.,Surbullestαn, Stock-

holm 1989, s.276 282を参照。

うしたビール酒場での飲酒に満足で、きず，非

合法な蒸留酒取引き（langning）に手を出す

者もいた。当局は，これを必死に取り締まろ

うとしたが，住民からこれについての証言を

取ることは難しかった。彼らにとって，そう

した行為は決して非道徳的なものではなく，

むしろブラット・システムの導入こそが正統

性を持たないことであったのであるへ

一方，このような飲酒は，彼らの収入が不

安定であることと結びついていた。仕事に常

にありつけるわけではなく，明日のことは明

日にならねばわからぬ状況が，貯金を無意味

に思わせ，宵越しの金を持たないその日暮し

の生活を助長したのである。そうした生活の

不安定さは，彼らがよくヲlっ越しをしたこと

にも反映されていた則。彼らは，ホリピィの

枠組に従えば，著し〈生活の計画パースペク

テイヴが短かったと言えよう。そしてさらに

そうした生活がエスカレートする場合には，

酒に溺れ，妻や子供に乱暴を働き，コミュー

ンの禁酒委員会（N ykterhetsniimnden）や

児童福祉委員会（Barnavardsniimnden）の

活動の対象となることとなった。これらの委

員会は，こうした酔っ払いの夫（あるいは妻），

時には身持ちの悪い母親のいる家庭生活に介

入し，家庭の崩壊を肪ぐことを役目〆としたの
で、ある51)

このように，「頑迷な」労働者とは，「リス

ベクタブル」な労働者とは対照的な，酒飲み

で，粗野で，自己統御できずに感情をすぐ露

にし，乱暴をふるい，宵越しの金を持たない

短期的な生活の計画パースベクテイヴで特徴

づけられる労働者であった。では，戦間期に

至っても，伝統的な生活様式に固執するこの

ような労働者か胃生産される基盤とは何であっ

たのであろうか。

49) M.Franzen, Den folkligαstαden, s. 291 
-292 298. 

50) Ibid., s. 178-179. 

51) Ibid., s. 304-305, 321 338. 



94 立教経済学研究第48巻第4号 1995年

こうした「頑迷なj労働者の再生産の基盤

として，やはり家庭や地域社会，職場を考え

る必要があろう。例えば，両者が指摘するよ

うに，このような労働者の，あるいは彼が育っ

た家庭では，父親がしばしば汗ミ在であり，家

庭内でのいぎこぎが絶えず，頻繁に暴力がふ

るわれていた則。離婚に至るケースも少なく

なかったと言う。ストックホルムのセーデル

地区では，離婚した単身の女性の家計が多く

存在したのである田）。ホリピィによれば，こ

のような家庭環境は，子供に性的役割を歪ん

で植えつけ，子供がやたらに攻撃的となるこ

とを促すものであった。そして，子供のしつ

けは，むしろその場限りでおとなしくさせる

ことを目的とした，強権的・威圧的な性格を

もっていた白）。これに対し，「 1）スベクタブ

ル」な家庭は，父親が一家の生計をしっかり

と担い，そこでのしつけは，そのようにやた

らに暴力を奮うものではなく，子供を諭して

徐々に内面的な規律を養成してゆくことを志

向していたぺ「頑迷な」労働者の子供には，

こうした家庭における規律の内面化の契機が

欠けていたのである。

また，ストックホルムのセーデル地区の子

供達は，自分のアパートの中庭やアパートの

ある通りを中心に遊び，そこで仲間を形成し

ていた。これらの子供達には，家庭でのコン

トロールが及ばず，子供達は，殆ど野放しの

状態のまま悪さを繰り返していた。例えば，

窃盗などもこれに含まれる。こうした子供の

集団が長じて愚連隊（ligor）となるケース

52) Ibid., s. 133 134, 171 180, 331司 338; B. 

Horgby, Egensinne och skatsαmhet, s. 

109-113, 129, 323 327. 

53) M.Franzen, Den folkligαstαden, s. 135. 

54) B.Horgby, Egensinne och skatsαmhet, 

s. 129-134. 

55) Ibid., s.120 128, 368.同様の指摘をしたも

のとして， H.Brembeck, Arbetαrstαdsde-

larnas bαrn, Goteborg 1988, s.37を参照。

も存在した田）。

このような子供達は，多くの場合，小学校

を出ると職についた。しかし，その殆どが，

小使い（springsjasen）と呼ばれるもので，

一生その職に就いていることはできなかった。

それ故，被らは，ある程度の年齢となると，

工場労働者となったり，徒弟となって手に職

をつけようとしたのである。しかし，多くの

者が，こうした定職になかなか就くことがで

きず，やはり屋外不熟練労働者として雑多な

仕事を不定期にこなして糊口をしのいでゆく

ことを余儀なくされた。こうした不安定で，

季節的な失業に加え，景気循環に最も敏感に

左右され，将来の見通しは立たないといった

彼らの職業自体が，生活の計画パースベクティ

ヴの長期化を妨げていただろうことは言うま

でもない町）。

さらにこのような職業における人間関係，

即ち，労働者の集合性の性格自体も，「頑迷

な」ものであった。例えば，セーデル地区に

住む建築労働者（セメント労働者）であるエ

リック・ミュルマン（ErikMyrman）は， 19

15年から1935年の闘に，酪町で37回捕まった

のであった。しかし世間一般から白眼視され

ていた彼は，仕事仲間からは親しまれ，尊敬

され，いつも仲間に囲まれて食事し談笑して

いたのである。飲酒は，そうした仲間との生

活の一部であった刷。

一方，労働運動の団体生活は，先のエスキ

ルストゥーナの事例のみではなく，ホリピィ

も指摘するように，基本的には「リスベクタ

ブル」なもの，あるいはそれを志向する存在

でありた田）。けれども若者の余暇においては，

そうした労働運動の団体生活とは別に若者同

56) M.Franzen, Den folkligαstαden, s. 197 

-203, 208, 354-358. 

57) Ibid., s. 220-226. 

58) Ibid., s. 313 314. 

59) B.Horgby, Egensinne och skotsαmhet, 

s. 362, 367, 369. 
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士の付き合いが存在した。フランセーンによ

れば，そのような付き合いとは具体的には，

アパートの階段でおしゃべりをするとか，町

をうろつくとか，映画をみたり，サッカーの

試合を見たりすることであったのだが，その

代表的なものが，ダンスであった。戦同期の

ストックホルムには，たくさんのダンス場が

設立され，若者のエネルギ一発散の場として，

男女交際の場として繁盛していた。そこでの

娯楽は，規律化された身体とは対極の位置に

あったと奮う田）。

とはいえ，それ以前に比して戦間期におい

ては，このような f頑迷な」労働者の生活あ

るいは行動様式には，変化が現れていた。例

えば，フランセーンによれば，これらの労働

者にとって飲酒はすぐれて余暇のこととなっ

ており，ビール酒場は平日の夜は閑散として

いて，労働者が集まって馬鹿騒ぎをするのは

金曜日から日曜日の夜のことであったのであ

る制。その意味で，労働と余暇の分離は実現

されていた。また，ホリピィは，ノルシェー

ピングの「頑迷な」労働者について，その抵

抗の形態が，あからさまに規律に反抗するこ

とは少なくなり，表向きはそれに従いつつも，

様々な形でそれを回避せんとする形態が主流

になっていったことを指摘している田）。そし

て，彼らの多くは，第一次大戦以前には，景

気循環に応じ，自分の都合に合わせて労働組

60) M.Franz吾n,Den folkligαstαden, s. 233 

ー234,243-244.ホリピィも，戦間期の「頑迷

なJ労働者文化の変質に関連して，ダンスの流

行に見られるような大衆文化の影響を指摘し

ている。 B.Horgby,Egensinne och skδt-

sαmhet, s. 329-332. 

61) M.Franzen, Den folkligαstαden, s. 274. 

62）こうした変化を，ホリピィは，公然たる反抗

の戦略（frotsandestrategiまたは pralande

strategi）から回避戦略（smittningsstrategi)

への労働者の戦略の変化として捉えている。 B.

Horgby, Egensinne och skOtsamhet, s. 

303-312. 

合への加盟・脱退を繰り返していたのだが，

戦同期には，労組の恒常的なメンバーとなっ

ていったと言う。ただし，彼らは，普段は積

極的には組合の活動に関わらなかったが，使

用者との間に対立が深まり争議が起こりそう

になる時に限り，にわかに活気づくといった

傾向が見られたことが指摘されているヘ

このような変化は，まず第一に，戦間期に

は合理的労務管理の導入が進んだことなどに

見られるように，使用者のコントロールが一

層強化され，規律化の圧力が強まっていった

状況に原因が求められるであろう制）。また，

労働者が労働組合により深く関わってゆくな

かで，その団体生活に大きく影響を受けるよ

うになったことも考えられる。そしてこの時

期には，コミューンの禁酒委員会や児童福祉

委員会の活動に代表されるように，国家の労

働者の私生活への介入が進展したことも考慮

に入れるべきであろう刷。なお，戦時期には

63) B.Horgby, Egensinne och skiitsαmhet, 

s. 416.オ一マルクも戦閥期の労組の組織率の

上昇と関連して同様の指摘をしている。 K.A
mark,Facklig mαkt ochf，αckligt medlem-
skap, Lund 1986, s. 158-159, 171.なお，

フランセーンは，労働組合のメンバーとなって

いることが，ストックホルムのセーデル地区と

ロンドンのイースト・エンドとの差であるとし

ている。 M.Franzen,Den folkligαstαden, 

s. 382. 

64）世紀転換期スウェーデンにおける合理的労務

管理の普及については，とりあえず，合理化運

動の進展という観点からこの問題を扱った， H.

De Geer, Rαti onαliseringsrorelse i Sueri-

ge, Uddevala 1978を参照。ノルシェーピン

グの繊維工業については， B.Horyby,Egen-

sinne och skδtsαmhet, s.402-407が概観し

ている。

65）戦間期福祉国家の生成に伴い，科学的理性に

基づき人間生活における様々な災いを取り除こ

うと，国家による私生活への介入が進展する。

こうした問題を扱ったものとして， Y.Hird-

man, Att laggαliuet till riittα，Stockholm 

1989を参照。
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高失業率を克服できなかったのだが， 1932年

の社会民主党政権成立以後の福祉届家の生成・

展開に伴い，こうした私生活への国家の介入

が進むと共に，労働者の生活が安定していっ

たことにも留意すべきと考える。さらに，映

画産業の勃興に見られる大衆文化の生成は，

娯楽を，それまで支配的であったビール酒場

などでの仲間うちでの集団的な形態から，次

第に個別化した形態のものが主流となってゆ

くことにつながった刷。このことは， f頑迷

な」労働者同士の結びつきを弱めていったと

思われる。このように，「頑迷なJ労働者の

再生産を支えていた日常生活（職場，地域社

会，家庭）の基盤が縮小し変質してきたので

あり，そのととが，「頑迷なj労働者の性格

の変化をもたらしたと考えられるのである。

先に触れたように，「頑迷なj労働者につ

いての研究は余り進展していない。今後，こ

うした労働者の再生産を支えていた日常生活

のあり方に注目しつつ，「リスベクタプルJ
な労働者文化の生成と並ぶ労働者階級の形成

のもう一つの側面である「始末に負えない」

民衆文化から「頑迷な」労働者文化への移行

を捉えてゆくべきであろう。その際，「頑迷

な」労働者が社会の規律化にどのように主体

的に対応していったのかに注目すると同時に，

それに伴う「頑迷さ」の質的変化ゃそうした

対応が「リスベクタブル」な労働者に与えた

影響を見てゆく必要があると思われる。

( 5 ) 「リスペクタビリティ」と労働者

ここでは，前節で用いた手工業熟練労働者，

工場熟練労働者，工場不熟練労働者，屋外不

熟練労働者といった労働者の分類を念頭にお

き，前項でも問題にしたホリピイの最新作と

66）勿論，大衆文化は「頑迷な」労働者にだけ

影響を与えていたのではなかった。それの労

働運動の団体生活への影響については，とり

あえず， S.Jansson,Forening och gemens-

hαp, Malmo, s. 113-114を参照。

先に触れたリンドクヴイストの研究に主とし

て拠りつつ，それぞれの種類の労働者におい

て「リスベクタピリティ」あるいは「頑迷さ」

が，どのように現れたのかを見ておきたい。

まずホリピィのノルシェーピングの労働者

文化の研究によれば，手工業熟練労働者は，

使用者との関係において熟練に基づき強い自

律性を持ち，伝統的な文化を維持し続け，

「頑迷なj傾向が強かった。しかし，労働組

合の活動に熱心で団体生活に積極的に参加す

る者は，「リスベクタブル」な性格を持つよ

うになってゆく。それに対し，最も規律化が

進んだ労働者は繊維工場の不熟練労働者で，

その過程は，彼らの生産点での地位の弱さに

起因する他律的な規律化と見なされる。しか

し同じ不熟練労働者でも麗外不熟練労働者で

は，規律化は進まなかった。というのも，彼

らは，確かに熟練を持たず労働者の代替可能

性が高く使用者に対し弱い立場にあったので

あるが，移動性に宮み，その労使関係は極め

て流動的なものであったのである。また，そ

の不安定な就業が，生活の計画パースベクテイ

ヴの長期化を妨げていたことも留意すべきで

あろう。一方，女性の労働者は，大きく言っ

て2つに分かれ，ブルジョワ家庭で働く奉公

人や工場不熟練労働者でもある程度の熟練が

必要な職種につき両親の家庭に同居するよう

な場合には，規律化が進み，多くは「リスベ

クタブルjな性格を持つようになった。しか

し規律化されず「頑迷さjを強く示す女性

労働者も存在した。彼女らは，工場不熟練労

働者で，前者よりも熟練を必要としない職種

につき，多くが未婚者で、私生児だったと言

う町）。そして，特に繊維工場の女性労働者は，

かえって一層「頑迷jの傾向を強めたのであ

るが，それには，機械化や分業が進んで熟練

が平準化していったのにもかかわらず，男子

67) B.Horgby, Egensinne och s財 tsαmhet,

s. 71-89, 486-487. 
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労働者が「リスベクタピリティ」を誇示し，

労組活動で女性を排除するなど特権的で排他

的な地位を確保せんとしていたことに彼女ら

が反発したという背景も存在した曲）。

もう一つのリンドクヴィストの研究は，先

にも言及した南スコーネのスヴ、エーダラにお

ける， 19世紀末から第一次大戦期までの労働

者文化を扱ったものである。具体的には，機

械工場の鋳造工，鉄労働者（jarnarbetare) , 

砂糖工場の不熟練労働者を対象とした。

そこでは鋳造工は，鉄労働者とは別に労働

組合を形成していたが，これは，ギルド的な

伝統を継承した独特な職業文化を持っていた

ためだと推定された。鋳造工は，手工業的熟

練に基づき生産過程において大きな自律性を

保持しており，「神の次には何も来ず，その

次にも何も来ない。しかし，その次には鋳造

工が来る」といった特権意識を有していた。

そして職業でのキャリアに応じたヒエラルヒー

を持ち，徒弟は， 3年以上の職業における訓

練を経なければ労働組合に入れなかった。実

際，ギルド的な慣行を継承し，例えば，そう

して一人前の職業労働者（yrkesman）となっ

た者に対して儀式が行われていた。また，彼

らの社会観においては，そうした職業のヒエ

ラルヒーの頂点に親方（使用者）が位置づけ

らていた。それ故，彼らは，使用者に関して

は，同じ職業を営む者としての連帯意識と同

時に，階級的利害の対立を認識するといった

アンビヴァレントな感情を抱いていたという。

一方彼らが1890年に設立した労働組合は，機

械化，労働力の供給の増加によって脅かされ

た特権の擁護をその目的としていた。そのた

め闘争の矛先は，使用者とともに自分達以外

の他の労働者にも向けられていたのである。

こうした鋳造工は，いわば工場の中の手工業

熟練労働者と性格づけられるだろう。その労

働組合は，職業保護主義の特徴を示していた

68) Ibid., s.143, 485 486. 

のである。しかし鋳造工は，このように伝

統的な生活習慣を保持していたが，組織活動

を進めるに従い，漸次「リスベクタプル」と

なっていったと言う刷。

これに対し，鉄労働者には，ギルドの伝統

はなく決まった職業教育もなかった。その職

業教育は，先輩である熟練労働者の助手を務

めるという形で行われたが，鋳造工と異なり

年を取った者でも助手になれた。また，助手

との聞の身分的な格差は，鋳造工のようにはっ

きりしておらず，一人前の労働者となったこ

とを示す儀式などはなかった。こうした熟練

形成のあり方を反映して，その1895年に成立

した労働組合も開放性を特徴としていた。こ

の労働組合は，鋳造工と木材加工業の労組に

組織された木型労働者以外の工場におけるす

べての職種の労働者を統合しようとしていた

のである。助手でも労組に参加しえた。鉄労

働者とは実はそうした不定形な工場熟練労働

者の総称であった。ぞれ故，彼らは，長い訓

練期間を経験し，そうしてやっと熟練を獲得

したことで職業に対する誇りも持っていたが，

そのように一人前となる前の底辺部分では，

不熟練労働者との距離は殆どなかったのであ

る。その労働組合は，鋳造工の労組とは異な

り，なるべく多くの者を組織しようとしてい

た。そしてさらに，規律と秩序を示すことで，

使用者に一目置かれる存在となり，自分たち

の地位を向上させてゆくことを目指していた。

ぞれ故，この鉄労働者が最も「リスベクタブ

ル」な性格を示すこととなる問。

最後の砂糖工場の不熟練労働者には，職業

教育などはなく，その簡でのランクは，主に

肉体的頑強さに拠っていた。この労働者の特

徴は，雑種性であり，多くは近郊に住む農民

で，季節労働をしにこの町にやってくるので

あった。そのため職業の誇りなどはなく，与

69) M.Lindkvist, a.a., s. 49-82, 164 165. 

70) Ibid., s. 83-90, 166. 
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えられた仕事は何でもやったのである。ここ

では工場の不熟練労働者と屋外の不熟練労働

者の労働市場は共通で、あり，相互に流動的で

あったのであるが，この町の様々な工場や屋

外の不熟練労働者の中でも砂糖工場の労働者

は，年聞を通じて安定した仕事を得られる恵

まれた上層部分に当たった。それ故， 1897年

に設立された不熟練労働者の労働組合は，工

場と屋外の不熟練労働者の労働市場の共通性

を背景に，両者が同じ組織に団結する一般労

働組合の形態を取ったのであるが，そこでは，

こうした上層部分の砂糖工場の労働者と他の

下層部分の不熟練労働者との対立が見られた

という。そして労働組合は，このような労働

者の移動性・雑種性を背景として，メンバー

が出会い交際する結節点とはならず，その団

体生活は発達しなかった。労働組合は，すぐ

れて賃金闘争組織であることにとどまったの

である。多くのメンバーは，一年の一定期間

のみ労働者であるだけであり，メンバー聞の

アイデンテイティは極めて弱いものであった。

彼らにとっては，ただその時々に自己の労働

力が高く売れればそれでよかったのである。

こうしたメンタリティに対応して，彼らのス

トライキは組織的には未発達であったが，一

斉の職場放棄など突発的で急進的であった。

こうした不熟練労働者は，労組の指導者など

少数の者を除き，「リスベクタピリティ」を

求めなかったというね）。

このような二人の研究から，以下のような

傾向が読み取れるであろう。

まず手工業熟練労働者は，生産の場におい

て強固に自律性を保ち，前工業化期の手工業

文化以来の伝統的な価値・規範あるいはそれ

に基づく社会的な関係を維持しようとしてい

た。それ故，「リスベクタピリティ jよりも

「頑迷さ」を示す傾向にあった。しかし，両

者が指摘するように，「リスベクタブルJな

71) Ibid., s. 91-105, 166-167. 

労働者が存在し，組織活動の経験を積むに従

い，この範轄の労働者の「リスベクタブル」

な側面は強まっていった。

次に工場熟練労働者は，熟練に基づき生産

過程において大きな自律性を持ち社会的な地

位も高かったが，手工業熟練労働者のような

伝統は持たず，その組織は閉鎖的ではなかっ

た。そして社会の規律化・合理化に最も積極

的に対応し，「リスベクタピリティ」を最も

強く示していた。先に触れたエスキルストゥー

ナの労働運動の中核をなしたのは，この範障

に属す金属・機械工業の労働者であった問。

工場不熟練労働者は，雑多な出自を持ち，

伝統を持たず，職場における使用者に対する

発言力も弱かった。ホリピイによれば，この

種類の労働者ではむしろ他律的に規律化が進

むこととなる問。

屋外不熟練労働者は，労働力の代替可能性

が大きく職場における発言力は弱かったが，

移動性を持ち，固定した労使関係の下にはな

く，使用者による他律的な規律化は進み難かっ

た。それ故，「頑迷さ」を強く示すこととな

る。フランセーンの研究が対象とした「頑迷

な」労働者は，主にこの範曙に属すであろう。

また一般に，彼らの就業の不安定さは，生活

の計画パースベクティヴの長期化を妨げ，労

働運動において安定した団体生活を構築する

のを困難にしたのである。しかしその中で，

72）金属・機械工業の「リスベクタブル」な労

働者については， L. Magnusson, Arbetet 

uid en svensk verkstαd, s. 235-243; L.Berg-

gren, Anguisslαns och brickornαs viirld, 

Malmo 1991, s. 315-323. 

73）製材所の労働者の飲酒文化については， D.

Gaunt, Fran proretariαt tillαrbetαrklass, 

Gavleborg 1981, s. 17を参照。なお，ホリ

ピィは同列に扱っているが，こうした工場不熟

練労働者の他律的な規律化の帰結としての「リ

スベクタピリティ」と，工場熟練労働者の「リ

スベクタピリティJとが同質なものであるかど

うかは，さらに検討が必要であろう。
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リンドクヴイストが指摘するように，労働組

合の中核的な担い手は，「リスベクタピリティ」

を求めるようになっていった74)0 

ところで，こうした労働者丈化研究の進展

について言及すべきなのは，労働者文化のあ

り方と，労働者の集合性さらには労働組合の

組織的性格とが深く結びついていたことであ

る。例えば，伝統的な都市手工業文化と手工

業熟練労働者の労働組合の職業保護主義の関

係が想起され，工場熟練労働者の集合性の開

放性，社会の規律化・合理化への積極的な対

応と産業別労働組合と団体協約締結の推進と

の関連が予想されるのである。その中で，屋

外不熟練労働者とは言え港湾労働者が，独特

なサブ・カルチャーを持っていたことが注目

される。ノルシェーピングの港湾労働者の聞

には，子供がまた港湾労働者になるといった

ことからも推測されるように，緊密な家族同

志の交際に支えられた古くからの独特な職業

文化が存在していた。そして一人前の港湾労

働者として働くようになるまでに，そうした

人間関係の中で自然と独自な価値観・行動様

式がインプットされ再生産されていたのであ

る。ホリピィによれば，そこでは，宵越しの

金は持たないという短期的な経済的パースベ

クティヴとそうした集団を維持し，港湾労働

者全体の生活水準を維持し向上させようとす

る長期的な社会的パースベクティヴが結ぴつ

いていた75）。このような労働者の集合性の性

74）ボヒユースレーン（Bohuslan）の石材加工

労働者の飲酒文化については， L.Persson,

Arbete. Politik. Arbetarrorelse, Goteborg 

1984, s. 319 329.パッションのこの研究によ

れば，そうした飲酒文化は，不規則で分業が進

んでいない石材加工業の労働のあり方や移動性

の高い労働者の生活様式と結びついていたので

あり，それは，この地の労働者にサンデイカリ

ズムが普及した背景となった。 Ibid.,Kap.15. 

75) B.Horgby，”Langa och korta plane-

ringsperspektiv i arbetarkulturen”， s. 71 

-72 ; Dens., Egensinne och skδtsαmhet, 

格が，港湾労働者の労働組合の強さと性格を

規定したのではないかと思われるのである。

前節で見た職場を中心に見る権力関係論は，

こうして家族や地域社会での日常生活をも対

象とする労働者文化論によってより豊富なも

のとすることができるのではないだろうか。

5.おわりに

以上のように，スウェーデンにおける労働

者階級の形成に関する研究の中から，労働組

合運動の生成・展開と労働者文化に関するも

のに焦点を当て，整理し概観してきた。その

内容は，甚だ多岐にわたり，極めて多くの論

点、を含むものである。しかし，総じてそれら

は，労働者階級形成の組織・運動の次元と文

化の次元の相互的な関係を見てゆくべきこと

を示唆していると思われる。

スウェーデンの労働者階級は，急激な工業

化や農業社会の解体の中で形成されたのだが，

それ故に，様々な出自をもった人々が出会う

ことによってそのプロセスが進展したのであっ

た。そうした多様な出自は，多様な文化的な

背景に対応し，労働者階級は，様々な文化が

ぶつかりあって融合してゆく中で形成されて

きたのである問。そして，そのような文化的

背景は，職場における労働者の集合性の性格

を規定していたと思われる。例えば，手工業

熟練労働者には，都市手工業文化の名残が強

く窺えるのであり，港湾労働者の職業文化も，

恐らく工業化以前に遡れるのである。さらに，

このような労働者の集合性の性格が，労働組

合組織のあり方に大きく影響を与えていたこ

とが注目されよう。手工業熟練労働者の労働

組合の職業保護主義，都市手工業文化の影響

をあまり受けていない工場熟練労働者が産業

s. 84-88. 

76）労働運動の団体生活が様々な文化の融合の結

果生成したものであることについては，拙稿

「日常生活」 第4節①を参照。
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別組合組織への志向を早くから示していたこ

と，港湾労働者の労働組合の急進性等々が想

起されるべきであろう。

一方，逆に労働組合運動の進展や組織活動

の発達が，労働者の集合性に新しい文化的な

特性を与えていたことも指摘できる。例えば，

労働組合運動には，使用者に対抗して自らの

権力資源を動員する中で「リスベクタビリティj

への志向を強め，メンバーに団体生活全体を

通じて「リスペクタブル」な労働者となるこ

とを促してゆく傾向が見られた。また，スウェー

デンでは早くから産業別組合を中心として労

働組合運動が進展し，その集権化も急速に進

んでいったのであるが，そのことは，労働者

聞の新たなアイデンテイティの形成に影響を

与えていたことも予想されるのである問。

また，こうした労働者の組織及びその運動

と文化の相互関係については，職場のみに視

野を限定しではならず，労働者が日常生活を

営む地域社会や家庭に対しても目を向けてゆ

く必要があると思われる。くり返し述べてき

たように，労働運動は，職場でのみ活動を行っ

ていたわけではなく，その諸活動は，労働者

の日常生活を包括的に統合する団体生活を構

成していた。このような労働運動によるメン

バーの日常生活の包括的統合は，労働運動が，

使用者に対抗して，その権力資源を動員して

いったことと関わっていたことが強調されて

いる。労働運動は，規律のとれた組織活動を

展開するために，メンバーが「リスベクタブ

ル」となるように，団体生活全体を通じて労

77）本稿第3節の最後に言及したストロートの議
論を想起していただきたい。また，ホリピィは，
労組に参加した労働者は，当初未組織労働者に
対し，何ら問題なく同僚として接したが，彼ら
が組織活動を重ね使用者との数々の闘争をくケ
り抜けるにしたがい，未組織労働者とは交際す
べきでないというムードが高まっていったこと
を指摘している。この現象は，いわば，労働者
の組織・運動と集合性の議離と捉えることがで
きょう。 B.Horgby, Egensinne och skat居

間 mhet,s.170. 

働者の規律化を進めていったのである。

それに関連して，前節で触れたオ一マルク

の建築業の研究が想起きれる。彼によれば，

建築業における団体協約制度の普及と確立に

帰結した労使双方の戦略の選択の背景には，

労使双方の権力資源の組織的動員の進展と両

者の聞の力関係の均衡という状況の下で，労

使双方が互いの行動について，もしくは経営

或は幸雌哉運営において計算可能性を求めていっ

たという事情が存在した問。すると，権力関

係論は，ストックホルム大学の研究プロジェ

クトに始まり，オ一マルク等の手によって発

展を見たのであるが，さらに職場における力

関係のみならず地域社会に広がった組織活動

での権力資源の動員過程に注目することで，

労使双方の戦略の選択という視角を通じ，労

使関係と労使双方の組織・運動の相互的な展

開をより動態的に把握しうる枠組となるので

はないかと考えられる。例えば，使用者によ

るバターナルな経営の展開と労働運動の団体

生活の形成の対抗関係が問題となるのである。

そしてこのように，地域社会における権力資

源の動員過程を分析することで，労働組合運

動の生成・展開と日常生活の具体相，即ち文

化の問題とを密接に関連づけて考えてゆくこ

とができると思われるのである。

とはいえ，労働者階級の日常生活は，労使

関係のみに規定されるのではなかったO 例え

ば特に地域社会においては，地域の政治的・

社会的権力構造が問題となるのであり，男女

関係は，ノルシェーピングの繊維工業の労働

者の例に見られるよろに，家庭生活にとどま

らず職場での生活のあり方にも一定の影響を

与えていた。また，地域社会での余暇活動・

政治活動，家庭での育児というように，そも

そも地域社会や家庭は，職場とは異なる社会

的機能をもった文化領域であることを忘れて

78) K.Amark, Mαktkαmp i byggbrαnsch, 
Lund 1989.特に Kap.9を参照。
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はならないであろう。それ故，労働者階級の

形成を，組織・逼動の次元と文化の次元の2

つの面から統一的に把握するには，労使関係

を分析の中心としつつも，国家との関係，男

女関係などにも注目し，なおかつ職場，地域

社会，家庭をそれぞれ自律的な文化領域とし

て検討してゆくことが必要となろう。そして，

労働者階級の形成を，こうした職場，地域社

会，家庭の 3つの領域の織りなすダイナミズ

ムから捉えてゆくべきだと考える。例えば，

職場における労働者の集合性の性格は，地域

社会や家庭での労働者の日常生活のあり方に

規定されていたと同時に，職場での技術革新

や生産組織の再編が，労働者の集合性に変化

をもたらし地域社会や家庭での日常生活に

も影響を与えていたと思われるのである。

ところで，これに関連して言及すべきなの

が，「リスベクタブル」な労働者文化の生成

である。

その生成は，スウェーデンにおける近代化・

工業化にともなう社会の規律化といった客観

的状況に対し，生まれつつあった労働者階級

が主体的かっ積極的に対応していった帰結で

あり，スウェーデンにおける労働者階級の形

成を文化の次元で端的に示すものであった。

また，そのような志向を持った労働者の主体

的組織形成の成果が，「リスベクタピリティ」

を追及した労働運動の団体生活であったと

えるであろう。そして，このような主体的対

応を可能とした要因のーっとして，スカーリ

ン・フリュクマンの指摘した前工業化期の民

衆文化の多様性について考えてゆく必要があ

ると思われる。前工業化期の民衆文化は，必

ずしも「始末に負えないJ側面ばかりではな

かったのである。

また，「リスベクタブルjな労働者文化は，

労働運動が他の「国民運動」である禁酒運動

などと密接な関係を持って展開したことに示

されるように，中間層と労働者階級との様々

な形での交流を通じて形成されてきた側面も

持っていた。例えば，以前に指摘したように，

労働逼動の団体生活の枠組やその中の多くの

要素は，禁酒運動や自由教会運動に起源が存

在した問。そして，労働運動の団体生活にお

ける公共的空間の開放性は，このような中間

層と労働者階級との交流が進む中で労働者階

級が形成され，労働運動が生成・展開していっ

たことを示すものだと考えられるのである。

つまり，こうした「リスベクタブル」な労

働者文化の生成は，先に触れたように，労働

者が労働運動の権力資源、を動員して使用者に

対抗していったことと結びついていたのだが，

他方では，地域社会の中での労働者と中間層

との交流が背景にあったのであり，労働者が

労働運動の公共的空間の開放性を前提として

「議論する公衆」として社会に積極的に認知

されることを求めてゆくことにもつながって

いた。「人民の家jや「人民の公園」などは，

地域の文化的中心たらんとしていたのである。

それ故，労働運動の閏体生活は，労働者階級

の階級的連帯の基盤であると同時に「市民の

学校」としての機能も果たしていたのであり，

そのことが，労働者が自らを労働者階級の一

員として認識すると同時に，「市民」「国民」

として意識するようになってゆくことを促し

たと思われる。こうした労働運動の団体生活

の二重の性格や労働者階級の階級意識の形成

の二重性は，スウェーデンの労働運動が「国

民運動」として展開したことと表裏の関係に

あり，社会民主党が早期に「国民政党jとな

り，戦時期には，「国民の家Jをシンボルと

して福祉国家建設を進めえたことにつながっ

たと考えられる。それ故，スウェーデンにお

ける労働者階級の形成についての研究に際し

て，こうした「リスベクタブルJな労働者の

出現に示される労働運動の団体生活や労働者

の階級意識の二重の性格に注目してゆくこと

は，福祉国家建設につながるスウェーデンの

79）拙稿「日常生活J，第3節を参照。
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労働運動の歴史的性格を理解する上で不可欠

となると思われるのである。

ところで，このような労働者階級の形成の

過程においては，中間層との交流の中から伝

統的な民衆文化から「リスベクタブルJな労

働者文化が分離・生成してくる一方で，伝統

的な「始末に負えない」民衆文化を色濃く継

承する「頑迷な」労働者文化が生まれていた。

それに関連して，アンピョンソンが，「リス

ベクタブル」な労働者が阿面戦争を行ってい

たことを指摘しているように，「リスベクタ

ブルjな労働者は，伝統的な価値観や行動様

式にこだわる「頑迷な」労働者と自分との差

を意識することで白己意識を強めていったの

であり，実際に「頑迷なJ労働者を様々な局

面で抑圧していった。

こうして両者が次第に分化し，相互に対立

する中で，前述したように，「頑迷な」労働

者は，職場，地域社会，家庭においてその再

生産の基盤の縮小と変質を余儀なくさせられ

てゆく。このような「リスベクタブル」な労

働者と「頑迷なj労働者との対立は，労働運

動の展開に特有のダイナミズムを提供していっ

たと思われる。例えば，前述のように，労働

運動を指導していた層に，「リスベクタピリ

ティJへの志向を強く示した者が多かったこ

とが指摘されているのであり，しばしば顕在

化した労働運動の指導者層と卒伍層との対立

の背景にある要因のーっとして，こうした状

況があったことが推測されるのである。また

他方では，前述したように，労使双方の権力

資源の動員過程が，労働運動内部の「リスベ

クタブル」な労働者と「頑迷な」労働者との

対立関係に影響を与えていたことが予想され

る。

このようにスウェーデンにおける労働者猪

級の形成は，社会の規律化・合理化に対する

対応の相違から 2つの種類の労働者文化の生

成と結びついていた。即ち，そうした規律化

に積極的に対応し，市民的規範や市民文化を

受け入れつつ，労働者階級の階級としての地

位の向上を求めてゆく「リスベクタプルjな

労働者が担う労働者文化と，自らの集団とし

てのアイデンテイティを確認・強化しつつ，

伝統的な規範や生活様式を維持しようとする

「頑迷な」労働者が担う労働者文化である。

労働者階級の形成は，「リスベクタブル」な

労働者文化を中心に見れば，相互に吸引・反

発を繰り返しつつ，市民文化，「リスベクタ

ブル」な労働者文化，「頑迷な」労働者文化

という 3つの文化層の成立を伴っていたので

ある。一方，スカーリン・フリュクマンによっ

て前工業化期の民衆文化の多面性・多様性と

いった問題が提起された。それ故，我々は，

労働者階級の形成に隠しては，多様な前工業

化期の民衆文化からの連続面と断絶面の双方

の存在を考慮しつつ，日常生活の場として職

場，地域社会，家庭を視野に収め， 3つの文

化層の生成の具体相とそれら相互の聞の吸引・

反発がもたらす運動に注目してゆかねばなら

ないと思われる。

以上のように，労働者の組織・運動と文化

の相互関係という視点からスウェーデンにお

ける労働者階級の形成の過程を検討してゆく

ことは，スウェーデンの労働者階級や労働運

動の特質を探る上で実り豊かな成果をもたら

すことが期待される。今後，さらに研究を進

めてゆきたい。


